




















































































































































































































































































































































































                                                                
23）『同上書』261ページ。useは、海原文雄『前掲書』８ページによると、「to A to the use of Bという形
で Aに土地の権利すなわちコモン・ロー上の不動産権（legal estate）を与えるが、その権利は Bの利



































































































































































                                                                
30）田中和夫『前掲書』第一章第二節「大陸法と英米法との対立」9-20ページ参照。ここで、「形式的に

























































































                                                                
38)『同上書』258-264ページ、19章「クレッシェル―ゲルマン・イデオロギー批判」266-279ページを参
照のこと。他に、Kroeschell, K.: 石川武監訳『ゲルマン法の虚像と実像―ドイツ法史の新しい道』創
文社、1989年、特に、その「一　ゲルマン法―ある研究（史）上の問題―」も参照のこと。
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